
科目名 JABEE科目
科目コード

349

学年・学科等名 5 学年
単位数・開講期 1 単位
総時間数 45 時間
担当教員

本校の教育目標 3 3

自動加工学Ⅱ

三井　聡

後期
講義＋教室内自学自習 30 ＋ 自学自習 15

制御情報工学科 必修科目

制御情報工学科の教育目標

教育プログラムの学習・教育目標
JABEE基準

JABEE関連
201基礎工学科目①設計・システム系
A-2(20%) D-1(40%) D-2(40%) 
d

教育プログラム科目区分

 
 

教  科  書  名  

補  助  教  材  

参   考   書  

 

A. 教育目標 

現状のＮＣ技術を理解した上で新しいＮＣ技術の開発に必要な基礎工学及び専門工学に関する知

識・能力を養うことを目標とする。 

 

B. 概要 

生産システムの構成要素であるＮＣのソフトウェア及びハードウェアについての詳細を学ぶと共に，

生産システムの最適化の問題についても言及し，それを実現するために生産システムを構成するロー

カルシステムの最適化の重要性を認識しつつ，具体的な最適化対象項目の詳細について学習する。 

 

C. 学習上の留意点 

コンピュータの利用・応用技術を駆使したＮＣのソフト，ハードウェアの技術は日進月歩で進展してい

ることから，技術の進展に対応できるように，その基礎的な知識・技術の理解と，その応用力を広い視

野に立って涵養することが必要である。 

 

D. 評価方法 

試験（80％）に課題等の提出状況（20％）を考慮して最終評価を出す．中間試験成績は試験の点数

を成績とする。 

 

E. 授業内容 

授業項目 時間 内 容 ・ 到達目標 
教 育 

プ ロ グ ラ ム 

１．ＮＣ工作機械構造概説 

（１）ＮＣ作機械の構造 

（２）設計上の要求事項 

（３）マシニングセンタ 

 ＮＣ工作機械の全体的な構造を学習すること

と，設計上の観点からＮＣ工作機械構造に要求         

される仕様上の要求事項をシステム化運転を

視野に入れて理解すると共に，ＮＣ技術の集積

としてのマシニングセンタについての理解を深

める。また，生産加工の生産性向上の担い手と

してのＮＣ工作機械とその適応制御技術との融

合についても理解することができる。 

A-2 

D-1 

D-2 
2 

4 

2 

２．ＮＣ工作機械と適応制御  

（１）適応制御技術 4 

（２）NＣ工作機械と加工誤差 2 

（後期中間試験） 2   

 

３．生産システムの最適化 

1 

 

後期中間試験の解答 

生産システムの最適化の対象が多岐に渡って

いるにもかかわらず，何故にローカルな最適化 

が正当化できるかについて理解することができ

る。 

 

 

D-1 

D-2 

     

（１）機械部品生産のシステム過程 

（２）加工の最適化 

（３）加工準備段階の最適化 

（４）最適化と評価関数 

3 

2 

1 

1 



授業項目 時間 内 容 ・ 到達目標 
教 育 

プ ロ グ ラ ム 

５．多軸工作機械 6 多軸工作機械の構造，特徴，問題点について

理解することができる。 

D-1 

D-2 

（学年末試験） 

◆自学自習 
・ 予習復習 

・ 演習課題 

・ 定期試験の準備 

 

15 本教科の特性上，定期試験のためには周到な

準備が要求されることと，さらに提出課題の調

査及びレポート作成のためにも相当の時間を

必要とすることから，総合して１５時間を想定。 

A-2 

D-1 

D-2 

 

F. 関連科目 

工学基礎，CAD/CAM 演習，加工学Ⅰ，加工学Ⅱ，ロボット機構学Ⅰ，ロボット機構学Ⅱ，メカトロニ

クスⅠ，メカトロニクスⅡ 

 

旭川高専 2010 


